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学校教育目標

創造性にあふれた 心豊かでたくましく 生きる児童の育成

目指す児童像

･自ら学び考える子･思いやりのある子･健康でねばり強い子

･当たり前のことを一生懸命にやる子（凡事徹底）

★しんけんに もちあじいかして じぶんから 明るい心 未来へつながる 下地小
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～地域連携「招待給食」～
♪６月１１日 第８回は

５年２組に、仲地一政（なかちかずまさ）
さんに来ていただきました。

昨年度、現５年生に

下地防災センターにて、

津波の避難について学

習会をしていただいた

仲地一政さん。現在、宮古島市役所の防災危機管

理課の課長で、宮古島の危機管理の一線でがんば

っておられます。昨年度、招待給食にいらして下

さった仲地澄子さんのご長男でもあります。

今年４月３日に、台湾で起こった地震で、宮古

島でも避難指示が出ました。その時は、多くの方

々が避難場所の下地小学校に避難しました。防災

について様々な活動をしている仲地さんは、その

時、昨年度学んだ５年生を対象にアンケートをと

り、結果をまとめて下さいました。

５年２組でのお話で

は、「避難場所に必ず避

難しなければならない」

という事は無い。今自分がいる場所が「津波が来

なくて安全」と分かったら、指定の避難場所に移

動しなくてもいい。大切なのは、その時の情報を

よく聞き、その状況に応じた判断を行うことです。

と話して下さいました。

また、子ども達のアンケートから「こわかった」

というお友達が多くいました。『正しく恐（おそ）

れる』という言葉があります。「こわい」と思っ

て何もしないのではなく、「こわい」と恐れなが

も、助かるよう、正しい判断をして行動すること

です。とのことでした。

仲地一政さんより

下地小みんなへのメッセージ！

津波で避難するときは、高く安全な場所

に逃げることが大切です。また、自分の

いる場所に津波が来なくて安全と分かっ

た場合は、そのままその場所にいるとい

うことも大事です。津波が､どれくらいの

高さか、どこから、いつ来るのかなど、

その時の情報をよく聞き、対応すること

が大切です。

また、下地小の皆さんの活躍は新聞で

見たり、テレビで見たり、人から聞いた

りして、私も元気をもらっています。

皆さんが今後ももっとがんばれるように、

私も自分に出来ることを一生懸命やって

いきたいと思います。下地小の皆さん、

これからも元気でがんばって下さい。

今回は、いざというときに避難について大切

な事を学ぶことが出来ました。ビデオメッセージ

は、本日（７／３）全児童へ紹介予定です。また

避難のアンケートも添付致します。

仲地一政様、ありがとうございました。
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